
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の祈り 

新年度を迎えました。新体制で歩み出します

が、神様が祝福し導いて下さい。また、入学、進

学、進級と新たな歩みを迎える子どもたちと若い

人々が祝福を受けるように。 

受難節にあって、信仰の原点である主の御受難

に思いを寄せ、祈りの時を大切にすることができ

るように。 

心をつくし、精神をつくし、思いをつくして主

なる神を愛し礼拝することができるように。共に

礼拝を守る者たちが御言葉の導きと聖霊の慰めに

与ることができるように。 

 

＊ 今週の集会 ＊ 

＊ 教会学校礼拝  9:00     説教 姜俓米 

新旧役員引継ぎの会・研修会  書記会 

＊ 幼稚園始園式 ９日(水) 

＊ 幼稚園入園式 １０日(木) 

＊ 祈祷会  ９日(水)   14:00 ～  

聖書 ヤコブの手紙３章１３～１８節   

講解 山北宣久 牧師 

 

＊ 予 告 ＊ 

・４月１３日(日)  受難週礼拝 10:30  

聖 書  マタイによる福音書 27 章 32～44 節 

説 教  ｢十字架をめぐる人間模様｣ 山北宣久 

讃美歌  ５４６  １４２  １３６  ５４３ 

役員(長老)会 

 

・４月１３日(日) 夕の公同礼拝 16:00 

聖 書 詩編２２編１９節  

ヨハネによる福音書 19章 16B～27 節 

説 教 「主イエスの十字架」 姜俓米 

讃美歌 ５４６ １３６ １４３ ５４３ 

牧師就任に際して   山北宣久 

11 年間牧された高橋和人牧師の働きを引き継いで、田

園調布教会にて働けることを感謝しています。願わくは主

が豊かに用いて下さいますように。姜俓米牧師とともに、

主のご委託に応えて力一杯仕えてまいります。 

教会総会にて承認された宣教計画に従って歩みます。

①開かれた教会形成②多様性を生かす③次世代志向の

姿勢を強める④霊的一致を保持する の四本柱を軸に

各部及び各部門の働きを展開し、教会の活性化を共に

図って行きましょう。 

また、伝道の柱たる附属幼稚園の形成に大いなる祈りと

理解を注ぎ、しっかりと支えましょう。 

私の就任で期待されていることは、既に昨年 11 月から具

体的行動に着手しています。主の導きに依りつつ、招聘

委員会を中心に良き積み重ねをなして行くことはいうまで

もありません。 

良き状況下で新牧師を迎えるためにも、公同礼拝が喜び

と命に満ちたものとして捧げられ、活気のある教会形成を

もって全体教会に寄与できるエネルギーを増し加えねば

なりません。 

暗さを増し加えていく社会であるゆえに、福音の喜びから

発する明るさに基づく教会の現実をもって対応していきま

す。閉塞感に満ちた世界であるゆえに、開かれた群れが

大切になります。 

93 年間にわたって大きな働き、尊い証しを加えてきた田

園調布教会の良き伝統を継承しつつ、信仰の先達に雲

のように囲まれつつ、喜びの共同体を形成して行こうでは

ありませんか。 

今年度は第三日曜日を「歓迎礼拝」として新しい方々を

お迎えして、具体的実りを共々与えられ、主の恵み、憐

み、慈しみの三位一体を実感し、分け合って行こうと計画

しています。この点でも皆さんの理解と協力を願ってやみ

ません。 

分断と分裂が進む世相にあるがゆえに、主イエスが「一

つになるため」に愛を注ぎ、十字架にかかってまで執り成

し世に仕えた御心を私たちの心として、喜ぶ者と共に喜

び、泣く者と共に泣く群れを形成せんとする願いを主が

取り上げ給わんことを！ 

２０２５年４月６日(日) 午前１０時３０分 

午後４時 

司式 牧師 姜 俓米 

奏楽 朝 河野和雄 夕 香西愛 

前  奏              

招  詞   第一コリント１２章１２節 

讃  詠    ５４６ 

主の祈り 

聖  書   ヨハネによる福音書 

１７章２０～２６節(203 新) 

祈  祷 

使徒信条 

讃 美 歌    １２１ 

説  教 「主にあって一つ」牧師 山北宣久 

祈  祷   

讃 美 歌    ３８５ 

役員(長老) 教会学校校長 教会学校教職員任職式 

聖 餐 式 

献  金 

頌  栄    ５４２ 

祝  祷 

起立が困難な時は着席のまま礼拝します。 

礼拝は前の方から静かに着席しましょう。 


